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■宮ノ陣較区の文化財■
宮ノ陣は筑後川中流右岸に位謳しており、明治22年市町村制施行により宮瀬

村（明治九年に宮地村•国分寺村•荒瀬村が合併）•五郎丸村•大杜村（明治九年森

村草場村が合併）•若松村（明治九年恋段村・古賀村が合併）・）＼丁島村の五村が

合併し、宮ノ陣村となり、昭和33年に久留米市に合併され、現在に至っています。

宮ノ陣町内には縄文時代の遺跡の存在は確認されていませんが、筑後川の川

底や五万騎塚の発掘調査で縄文時代の土器が出土しており、遺跡が周辺にあっ

たのではないかと考えられます。弥生時代になるとf八丁島遺跡」で試掘調査の

際、弥生時代中期の土器片が出土しており、恐らく集落跡があったと思われま
だいろばる

す。古墳時代の遺跡は見つかってはいませんが、対岸上流にある太郎原遺跡では

古墳時代の集落跡が筑後川の堤防脇で発見されており、集落は宮ノ陣一帯にも

合後新たに発見されるかもしれません。

奈良•平安時代の遺跡は見つかってはいません。鎌倉時代になると、現在の宮

ノ陣町にみられる地名が、古文書なとにあらわれます。五郎丸は、束寺宝荘厳院
あじさか

の鰺坂庄の構成した名田として現れ、鎌倉時代末期に幕府から太宰府天満宮安

楽寺に寄進され、以後安楽寺領となりました。永仁四年(1296)の「玉垂宮大善

寺仏神事記」によれば、三瀦庄の村々とともに、鑽守大善寺玉垂宮の祭礼諸役

（田楽相撲）を負担していることが知られます。大杜地区の草揚は、永正八年

(1 511)年の古文書に「鰺坂庄之内草庭之圧」として初めて現れます。「草庭」と

ありますが、これは「くさば」と読みます。鰺坂圧とは四条家を領家として、束寺

宝荘厳院を本家とする宮ノ陣•小郡一帯にあった荘園です。 また森は天正 1 1年

(1583)の萬良山大祝領坪付に「森十五町」がみえます。当地には筑後川の渡し

の一つであるf杜の渡し」がありました。八丁島も鎌倉時代から確認できる地名

です。建武元年(1334)の筑後国司宣に国衛尋問使として八丁島四郎入道道西

の名が見られ、この人物は恐らく同村を苗字地とした、在地領主と思われます。

この地に鎌倉時代には村落があったことは間違いないことでしょう。天正十四

年(1586)には島津軍の北上に際し、筑紫広門の家臣岩橋氏が古賀城と町を焼

き払ったことも文献で知られています。
かねなが

宮ノ陣町は南北朝の戦いの過程で、懐良親王が陣を構えたことに因んだもの

と伝えられているように南北朝期に焦点があてられていますが、地名などから

もっと古く、鎌倉時代にはすでに宮ノ陣地区は開発が行われ、村落があったこと

が確かめられます。現在、この地区の歴史がとこまで遡るか不明ですが、合後発

掘調百等の進展に伴い、鎌倉時代以降の遺跡やそれ以前の弥生•古墳•奈良•平

安時代の遺跡が発見されるものと考えられまま
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■こんなにあるを！！宮ノ陣絞区の文化財■
No. 遺跡の名前 遺跡の時代 こんな遺跡です

思案橋の袂にあり、河川改修により現在位置に

1 
道みち し標るペ

江 戸
移されています。天保十四年、「右おごふり

さいふ」「左たしろ さが道」とあり、この橋

が肥前と筑前の分岐点です。

明治21年高良大社宮司船曳鉄門が主となり、

2 宮ノ陣神社 明 治 神殿を創建。南北朝期の征西将軍宮懐良親王・

良成親王を合祀されています。

3 遍万寺 室 町 永禄年中(1558,...__,1570)建立と伝えられます。

古代の国分寺（国分町日吉神社一帯）の移転再

興。『校訂筑後志」によれば、足利尊氏が再興し、

4 国分寺 室 町 慶長年間 (1596,..__,1615)筑後国主田中吉政

が再興。明治二年頃県指定の地蔵来迎板碑を高

良山愛宕神社奥の院から移しています。

昭和43年に九州縦貴自動車道路建設のため、

現在地に移転再建。大原合戦の戦死者を集め

5 五万騎塚 南北朝
て葬ったと伝えられます。1菫かな高まりが残っ

ていましたが、発掘調査では縄文～中世の遺

物が出土しているが、南北朝期の遺物や人骨

は出土していません。

近藤氏累代の館跡。「筑後将土軍談』に 「村中

6 五郎丸館跡 鎌 ←居̂． 薮林の内にあり、近藤氏代々の館跡なり」とあ

りますが、 i易所等は不明です。

毛利秀包の時代に絶えた龍泉寺に代え、承応

7 報身寺 江 戸 二年 (1653)善導寺弁恩と当寺の住持となり

寂誉が再興と伝えられています。

8 円通寺 江 戸 境内に杜の渡しに建っていた道標が残っています。

円通寺の南束、筑後川の堤防上にあります。， 杜もりの渡し碑 南北朝 大保原合戦の時南朝方軍勢がここを渡河した

と伝えられています。

文禄三年 (1594)善慶が建立と伝えられます。

10 浄秀寺 安土桃山 草場村内には、慈恩寺•福厳寺があったが江
戸時代に退転しています。


